
N E W S  R E L E A S E 

平 成 ３１年 ２月 １２日 

 

大 熊 町 

東日本高速道路株式会社 

東北支社いわき工事事務所 

 

常磐自動車道『大熊
おおくま

インターチェンジ』が 

平成３１年３月３１日（日）１５時に開通します 

 

この度、大熊町及びＮＥＸＣＯ東日本いわき工事事務所（福島県いわき市）が整備を進めてきた 

常磐自動車道 大熊インターチェンジ（ＩＣ）が平成３１年３月３１日（日）１５時に開通することに

なりましたので、お知らせします。 

大熊ＩＣは、追加ＩＣとして常磐富岡ＩＣから浪江ＩＣ間に位置し、①復興への支援、②緊急時におけ

る避難路の確保、③除染・中間貯蔵施設事業の加速、④福島第一原発事故に伴う廃炉作業の進

展、⑤消防・救急等に係る緊急車両による広域活動迅速性の確保が期待されます。 

 
 

１．開通箇所 常磐自動車道 大熊ＩＣ（福島県
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         （常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間） 

 

２．開通日時 平成３１年３月３１日（日）１５時 

 

３．その他   開通式典に関する内容については別途、お知らせします。 
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４．位置図 

 常磐自動車道 大熊ＩＣは、常磐富岡ＩＣから北に 4.0ｋｍ、浪江ＩＣから南側に 10.3ｋｍの距離に位

置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．期待される整備効果 

（１）復興への支援 

復興事業が本格化する沿岸部や中心市街地が大熊インターチェンジ１０分圏内に含まれ、高速

道路の利用圏域拡大による復興事業の加速が期待されます。 

（２）緊急時における避難路の確保 

原発事故発生時の住民・作業員等の避難圏外までの避難路が多重化され、所要時間の短縮、

渋滞回避が図られることから、緊急時に安心・安全な避難路確保が期待されます。 

（３）除染・中間貯蔵施設事業の加速 

住民帰還及び除染作業に係る作業員の移動、中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送などの効

率化が図られ、復興に不可欠な除染・中間貯蔵施設事業の加速化が期待されます。 

（４）福島第一原発事故に伴う廃炉作業の進展 

福島第一原子力発電所から高速道路へのアクセスが向上し、作業員や往来者の利便性向上に

より長期間に及ぶことが予想される廃炉作業の進展が期待されます。 

（５）消防・救急等に係る緊急車両による広域活動迅速性の確保 

大熊町中心部から高速道路へのアクセスが向上し、緊急車両の広域活動及び高次医療機関ま

での所要時間の短縮が期待されます。 

 

地理院地図（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/）
をもとに、東日本高速道路㈱が加工
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６．常磐自動車道 大熊ＩＣの通行料金                       （単位：円） 

 

 

 

 

 

 


